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震源地でも 
被害は 

なかつたよう 
ですな 


やっぱり 
だあれも 
知らない 
ゆぅべの 
地震のこと 
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こんなに 
大切に 
してくれる 
んだもの 


鳥かごの中に 

地球儀を 
いれるなんて 


わたしが 

パリへ旅行した時 
学童専門に売り歩 
いた老人から 
貢ったものだが 





まつたく 
変な子な 
んです 

ゆぅべまで飼つて 
いたパ—ドを 
私のいない間に 
逃がしたらし 
いんですの 



i つょ 

でもこいつは 
おもしろ 

いや 
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おまえは 

Of/ 二 


すばらしい 
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峰』 


南棰ゃ北棰 

そして海/. 

ォレの情れている 
すべてのものを 
おまえは もつて 


r. 


_ 


I 


f 











i 




lilip 


霧 | 


纖 


lii 






___ 




m 




た才止地 

んレん震 
だはだが 

見時 


おまえの 
回転も同時に 
止んだのを 


あの時 
オレは 

もぅ一度 

おまえを 

回転させる 

勇気は 

なかった 



あれは偶然 
だろ，7か 
おまえを回転 
させた時同時に 
地震がおこった 
ょぅな51が 
したのだ…… 


m 

It n /f ' 
おかあさん 
たいした 
地震じや 
ありま せんよ 
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隣の彼は 
いままで 
病院の外に 
夢や希望を 
抱きつづけて 
きた普通の 
患者ですよ 



ところが 

その後彼は自分で 
永久に翼を失った 
鳥なのではないか 
と思いはじめたよ*フ 

です . 

入院生活に慣れた時 
ふいに襲ってくる 
病人だけの不吉な 
予感でしよう 



地震だって 
本当に 
おこつたん 
だから 


よし/ 

今晚もぅ 
一度確かめ 
て見よぅ 
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「*リエ スの 場合 j 
退院日を予測する 
ことはできない 
当然我々の口先だけの 
慰めなど 患者たち が 
信じなくなる時期 
がくるものです 


あれは 
夢なんか 

、- 〆 やぐ、 
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ごめんごめん 
すつ 力り 

夜になつちやつたわね 
部屋の中真っ暗で 
陈かつた でしょぅ 
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あの窓から 

落として 

ほしいんだ 
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